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現金の帳簿有高と実際有高が不一致の場合、現金過不足勘定を用いて処理する。現金が不足する

場合、貸方現金、現金が過剰な場合、借方現金として仕訳し、帳簿有高と実際有高を一致させる。

この際、仕訳の相手勘定科目として、現金過不足勘定を用いる。期中および決算において、不一致の

原因が判明した場合、現金過不足勘定から適当な勘定科目へ振替えを行う。決算の際にも、未だ不

一致の原因が判明しない場合、現金過不足勘定残高が借方にある場合は雑損、貸方にある場合は

雑益として処理する。
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